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（　）は、令和３年累計

・救　急 ……………24件 （231件） 
・火　災 …………… 1件 （　 5件）
・救　助 …………… 0件 （　 3件）

・風水害 …………… 0件 （  6件） 
・捜　索 …………… 0件 （  1件）
・その他 …………… 2件 （16件）

合計……… 27件 （262件）

消　防　長　表　彰

7月
出動状況

長井消防長から表彰を受けた、左から仲村教諭、山里校長、
吹奏楽部生徒代表

※住宅用火災警報器の交換の目安は１０年 です。定期的に作動の確認をしましょう。
※火入れを行う場合は、必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は１１９番へお願いします。

　令和３年５月に球美中学校で職員の男性が突然
卒倒し、心肺停止状態となった事案が発生しまし
た。この救急事案に際し、その場に居合わせた吹
奏楽部の生徒と職員が迅速な救命処置を行い人命
救助に寄与しました。
　当日、吹奏楽部の生徒から連絡を受けた職員が
同僚、生徒たちと協力し、迅速な119番通報、
AED装着、心肺蘇生法を行いました。その後、速
やかに救急隊に引き継ぎ、見事救命の連鎖が繋
がったことで男性は一命を取り留め、更に社会復
帰にまで導くことができました。久米島町消防本
部では、救急救命活動に当たられた球美中学校吹
奏楽部並びに球美中学校の功績を称え、長井消防
長が表彰を行いました。

　久米島町消防本部では６月から、半袖活動服の運用を開始しまし
た。
　夏の高温多湿となる季節を前に、町内各施設・事業所の消防訓練
や応急手当講習会などの際に活用されます。
　見かけることがありましたら、新しい仕様をぜひご覧ください。

　救命の連鎖をご存じですか？
　心肺停止やその危機に瀕している急病人を救命し、社会復帰に導くため
に必要な一連の行いを救命の連鎖（Chaine of survival）と言います。救命
の連鎖は４つの輪から成り立っており、すべてが途切れることなく素早く
繋がることで救命効果が高まります。救命の連鎖の最初の３つの輪は、そ
の場に居合わせた人（住民）により行われることが期待されています。

①心停止の予防・・・事故防止や、初期症状への気づき、健康な身体作り。
②早期認識と通報・・・突然倒れた人や反応のない人を見たら、直ちに心肺停止を疑い、助けを呼んで 119 番通報と
AEDを要請しましょう。
③一次救命処置（心肺蘇生とAED）・・・心臓が止まると15秒以内に意識が無くなり、３～４分以上そのままの状態が続くと、
脳は回復することが困難になります。心肺蘇生（胸骨圧迫と人工呼吸）とAEDによる除細動を早期に行いましょう。
④二次救命処置と心拍再開後の集中治療・・・救急救命士や医師が処置を行い、倒れた方の社会復帰を目指します。

繋げよう救命の連鎖

半袖活動服の運用開始について

受賞団体
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